
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２６年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２６年９月１８日（金）分）

◆「不適合」とは、法律等で報告が義務づけられているトラブルや、設備の点検で見つかる機器の故障など、

発電所の設備や業務の安全性及び信頼性の確保に必要な要求事項を満たしていない状態をいいます。

当発電所では、社内の会議体（パフォーマンス向上会議）において「不適合」と判定したすべての事案を

本ホームページで公表しています。

２０２６年９月１８日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号
ＣＡＱ
影響度

発見日

1 Non-CAQ 9月15日

不適合内容

【２号機燃料取扱設備のジブクレーン操作における資格要件の不備について】
当社社員が、２号機燃料取扱設備におけるジブクレーン操作者の保有資格を確認したところ、本来、必要なクレーン・
デリック運転士免許を有していない協力企業作業員１名が、当該ジブクレーンを操作していたことを確認。
原因は、当該ジブクレーン吊り上げ荷重は５．２ｔであったが、５ｔ未満と誤認し、仕様書に必要な資格要件を正しく記載
していなかったことによるもの。
なお、当該作業員が取り扱った荷重は約２．５５ｔであり、定格荷重５．２ｔを超える使用はなく、対象作業期間中に設備
の異常、荷の落下および人身災害等は発生していない。
現在、当該ジブクレーンの操作は、必要な資格を保有する者が実施中。


